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GPとは…

全体スケジュール（平成22年度～平成26年度）

　文部科学省では、各大学等が実施する教育改革の取組の中から、優れた取組を選び、支援するとともに、その
取組について広く社会に情報提供を行うことにより、他の大学等が選ばれた取組を参考にしながら、教育改革に
取り組むことを促進し、大学教育改革をすすめています。この｢優れた取組｣を｢Good Practice｣、略して｢GP｣と
呼んでいます。
　｢学修と就業の一貫性を構築するキャリア教育｣プログラムは、平成22年度文部科学省｢大学生の就業力育成
支援事業｣（就業力GP）に選定された｢優れた取組｣（GP）のひとつです。

教　育

平成22年12月 就業力向上事業全体計画策定
フレッシュマン・セミナー FD研修

フレッシュマン・スキル・セミナー開始
ピアサポーター研修
ピアサポートの開始

フレッシュマン・セミナー FD研修

OB・OG企業
調査の実施

平成23年3月

4月

10月

平成24年2月

3月

平成24年度
～25年度

平成26年度

キャリア支援

フレッシュマン・
スキル・セミナー
教科書作成

キャリアカウンセリング
キャリアシート

OB・OG企業調査準備、個別指導

OB・OG企業
調査の実施

キャリアカウンセリング
キャリアシート

フレッシュマン・フィールド・セミナー開始

海外企業研修の実施

同様に実施する

同様に実施する 同様に実施する

同様に実施する

適応困難者カウンセリング実施・個別指導

OB・OG企業調査のデータ集計、分析

海外企業研修の
実施準備

年度評価

フレッシュマン・
フィールド・セミナー
プログラム策定

年度評価

最終事業評価

総合政策学部

文部科学省 平成22年度「大学生の就業力育成支援事業」採択

学修と就業の一貫性を
構築するキャリア教育

THE UNIVERSITY OF SHIMANE

就業力GP
Good Practice

島根県立大学　

初年次から始める、

主体性を持って就業できる

学生の養成プログラム



選定取組の概要
　本取組は、初年次から地域の職業人と接し、自らの学修目的を明確化することで、自らが望んだ職業に就く能力を学生に身につけさせることが目的です。

　教育面においては、初年次春学期の「フレッシュマン・スキル・セミナー」に続き、秋学期に学生を社会の「現場」（行政／地方自治／経済・経営／中山間

地域／地域と国際／文化・伝統）に連れ出し、現実と触れさせることで、課題と学びの目標を探求させる学修システム「フレッシュマン・フィールド・セミナー」

を実施します。セミナーの実施にあたっては、研修を受けた上級生をピアサポーターとして活用する「初年次ピアサポート制度」を取り入れます。また、海外に

おける日本企業の事業展開を学修するための「海外企業研修」を実施します。

　キャリア支援の面においては、入学直後から「キャリアシート」を作成することで、初年次から主体性を持ってキャリア形成に取り組む環境を整え、学生

自らが学修と就業の目標を設定していきます。そして、教育成果を就業に活かす「キャリアカウンセリング」も実施します。また、OB・企業調査員（キャリア

アドバイザー）が、「OB・OG企業調査」を実施し、卒業後の学生の進路の適性や、キャリア教育の評価についてヒアリングをおこないます。

取組の目標
　初年次教育においては、フィールド学習を通じて地域の職業人とふれあい、地域課題の発見・解決策の提案、コミュニケーション・プレゼン能力の向上を

目指し、キャリア意識の高揚を図っていきます。また、ピアサポーターを活用して、基礎力不足の初年次生の学力を向上させます。

　キャリア支援においては、卒業生及び企業への訪問調査結果をもとに、キャリアカウンセリングの実施等を通じて、高い就職率の維持、より幅の広い

職種への就業力を高めていく取組を推進します。

　また、企業等訪問調査結果と、学内関係者及び学外評価委員からなる「キャリア教育評価委員会」の評価を、各プログラムにフィードバックさせるとともに

ホームページ、フォーラム、報告書等の媒体を通じて積極的に情報提供を図っていきます。

6つの新規プログラム 評価・運営体制
○キャリアセンターの設置
○企業体験・行政体験実習
○企業説明会
○キャリアサポーター制度

既存の取組

島根県立大学の就職率の推移

○キャリア形成講座
○就活バス
○夏季合宿
○試験対策

❶ フレッシュマン・フィールド・セミナー
❷ 初年次サポート制度
❸ 海外企業研修

（初年次から始める、主体性を持って就業できる学生の養成プログラム）

高次の就業力を養成
知識や技術を有機的に統合し、

職業観・勤労観を養成

学生自らが
キャリアデザインを描く
幅広い職業選択を可能にし、

将来の進路を自らの責任で選べる

ような主体性を涵養●就職率の低下
●就職3年以内の
　離職率の増加
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❹ キャリアシート
❺ キャリアカウンセリング
❻ OB・OG企業調査

キャリア支援

キャリア教育
評価委員会

実施運営委員会

○学外評価委員

○学内評価委員

グローバル企業の講義 就活バスで合同企業説明会に参加

学内企業説明会 フィールドセミナーの実施

現状
効 果

1期生（平成16年3月卒）

90.1%

2期生（平成17年3月卒）

95.9%

3期生（平成18年3月卒）

97.6%

4期生（平成19年3月卒）

99.5%
5期生（平成20年3月卒）

99.5%
6期生（平成21年3月卒）

98.1%

7期生（平成22年3月卒）

92.1%


